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第４図東浦町の小字境界（一部分）
激
皮
（
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Ⅳ小字の一例
最後に）行政区域とは言えないが，町村内の小字
についても調べてみた．筆者の手元にある，大縮尺
で，小字界が明瞭に記入されている地図は愛知県知
多郡東浦町のものである．、
この町は５つの大字（１日藩政村）の下に420の小
字がある．このうち町の境界線に接するものと海に
接触数
第５図小字の接触数の相対頻度（愛知
県東浦町）
以上，いくつかの例でみたように，日本の行政区
域の接触数は標本数が多い限り，平均がほぼ５．５～
５９にあり，頻度分布は６，５，４，７，８の順になる．
これらの結果はハゲツトのブラジルの郡での結果と
一致する．すなわち，日本の行政区域もその接触数
からみる限りにおいて，平均的，モデル的には六角
面するものを除く343の小字について計算した（第
４図)．各'j､字の接触数は大は10から小は３までの
幅があるけれども，平均は５．７である．接触数の頻
度分布は多い方から，６（34％)，５(28％)，４(15％)，
7(13％)，８(５％）の順であり（第５図)，先の郡や
市町村のそれと一致している．
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学的に分割する方法である3)．第６図に示した
に，各中心点から隣りあう点までの線分の中点に直
一一ジ
交する直線を描く．この直線を辺とする中,1コ､点の崖
わりの多角形がこれである.この多角形網は中心点
の勢力圏の決定要因が中心点までの直線距離のゑで
ある時の地域分割である．
１
 
９
 
Ｆ・｝｜いま．↑
’ ‐ 嚢
儲の推測では,平面上に中心点がﾗﾝﾀﾞﾑに分1□ｊｌＤ１
布している時には,このThi…多角形の辺数，蕊
接触数の頻度分布は上記の行政区域のそれに近似す？■蕊」
るのではないだろうか．すなわち,上記の行政区域］ｉＷｉ
ｌｆｉＴｉＨ 
の接触数頻度分布は確率的分布に近いのではないだJJlii
ろうか接触数は離散変数であるから,究極的にはJiiiTr 
ポアソン分布の一部になるのかも知れない.行政区？ＪＩｆｉ
域の中心は完全ﾗﾝﾀﾞﾑに分布しておらず,区域界ＪＪｉｉ
も中心間の距離だけで決まるわけではないが,区域１１ｉ
の接触数は確率分布に指向しているよう思われてな■ｊｌｉＪ
らない．‘１１‘
氏：
六角形ﾓﾃﾞﾙはまたﾊﾞﾝｼﾞ4〕によって,物璽1突騒`〕Ｊ
から検証されている．彼は浮きをつけた棒磁石をた．＃
Ｆｊ 
Ｈ 
た時の分布を調べてし､る．彼の実鵬結果は６角形が
68％，５角形が26％，次いで，４角形，７角形，そ
の他が各２％であった．頻度パーセントはちがうが，
行政区域の接触数のそれと順序が近似している点は
注目に値しよう．
□ 
、
● 
● 
第６図Thiessen多角形の作図例
形である．
接触数の頻度分布に６，５，４，７，８という順序が
多くみられることは，これがある統計学的な分布と
一致することを暗示している．しかし，鏥者にはそ
れを証明する能力がない．
ところで気象学にThiessen多角形法というのが
ある．これはアメリカ合衆国気象局が観狽Ⅱ所のネッ
トワークから，ある流域の降水htを推定するのに用
いた方法で，観測所を中心点として，地域を純幾何 (投稿1972年12月９日）(受理1972年12月２３日）
｡ノuaggett,Ｐ.(1965）：前掲
4）Bunge,Ｗ・（1966）：ＴｈｅｏｒＦ ）247～８．および，川畑幸夫（1961）：水文気象学．地人書館，５８～9．
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ChristallerandL6schhadusedthehexagonasthemodularunitintheirmodels､Oneof 
l1lccommonestcriticisｍｓｆｏｒｔｈｅｈｅｘａｇｏｎａｌｆｒａｍｅｗｏｒｋｉｓｔｈatitisfortoorigidandabstract・
ButHaggettwas・tryingtotestinhisbookwhetherhexagonalarrangementdoesinfactexist、
O１１ｅｏｆｈｉｓｒesultswasthatone-thirdofBraziliancounties（municipios)hadexactlysixneg‐ 
１，１)()ursandthemeancontactnumber（numberofadjacentterritories）ｗａｓ５７ＬＴｈｕｓ，ｈｅ 
c(Dncludedthatcriticismforthehexagonalsystemasover-theoreticalmayhavebeentoohasty-
ＩｎｔｈｉｓｐａｐｅｒａｕｔｈｏｒｉｓｔｅｓｔｉｎｇｔｈｅｃontactnumberofsomeadministrativeareasinJapan・
T11esemeancontactnumbersare5､５fortheprefecture(fig､１)，５９ｆｏｒｔｈｅｏｌｄｓｔａｔｅ（ｆｉｇ２)， 
５８forthecounty（ｔａｂｌ)，５．５ｆｏｒｔｈｅｃｏｍｍｕｎａｌｕｎｉｔａｎｄ５､７forthesection（(i9.4)，Ｍｏ‐ 
,eover,itissuggestedthatthefrequencyofthecontactnumber(ｆｉｇ３ａｎｄ５)ｈａｖｅｔｈｅｏｒｄｅｒ 
(,ｆ６，５，４，７ａｎｄ８．Theseresultsshowthathexagonistｈｅｍｏｄｕｌａｒｕｎｉｔｅｖｅｎｉｎｔｈｅａｄｍｉ‐ 
nistrativeareasofJapanltisalsosuggestedthatthefrequencycurveofthecontactnumber 
tendstobeidentifiedwiththｅｓｔochasticoneandissimilartoBunge,sexperimentalresult 
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